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 波形データ取得（LAN経由）サンプル・ソフトウェア     V 1.1 

            （株）アドバンテスト 
１． パソコンにサンプル・ソフトウェア U3800 LAN_GetTraceをインストールします。 
 （インストーラは PackageforU3800のフォルダー内にあります) 
 （ソースファイルは Source(STD)にありますので Visual Basicから参照してください） 
 
２． スペアナ U3800の IPアドレスを設定します。 

●パネルキーから、SYSTEM – Config. – Remote Control – LAN IP Address 
●下記の例は、１対１接続（ローカル接続）の場合です。 
●DHCP（自動アドレス取得）は Obtain an IP address automaticallyを使用します。 
●固定アドレスに接続する場合は IPアドレスをネットワーク管理者にお問合せください。 

    
 

３． パソコンの IPアドレスを設定します。（１対１接続（ローカル接続）の場合） 
（スペアナとパソコンを両方とも社内 LAN接続等にする場合は不要です） 

●マイネットワーク （Windows2000の場合） 
 －右クリック －プロパティ 
  －ローカルエリア接続 －右クリック －プロパティ 
  －インターネットプロトコル（TCP/IP） －プロパティ 

  ●IPアドレスを設定します。（スペアナ U3800と違うアドレスにします） 
 （たとえば、192.168.1.2） 
● スペアナとローカル接続（１対１接続）の場合は、クロス LANケーブルを用意します。 
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４． LANケーブルを接続します。 
   ●社内 LAN接続等の場合は、スペアナを社内 LAN等に接続します。 
   ●１対１接続（ローカル接続）の場合は、スペアナとパソコンをクロス LAN 
    ケーブルで直接接続します。 
 
５． サンプル・ソフトウェアを起動します。 
   ●スタート －プログラム －U3800 LAN GetTrace – LAN GetTraceを実行します。 
   ●スペアナの IPアドレスを設定します。（初期値 192.168.0.1）（Port No.は 5025です） 
 （スペアナも初期値を使用の場合は入力は不要です） 
 この例では LAN経由で、10.77.151.115を使用しますので入力します。 
 

   
 

●Connectを押し、接続します。 
接続が完了すると、図の表示エリアに接続メッセイジが表示されます。 

● Sending Text 欄に、GPIBコマンドを書き、スペアナに送ることが出来ます。 
  たとえば、PSを送ると、マーカがレベルのピーク点に表示されます。 
（Monitorをチェックしておきますと、通信 LOGが表示されます） 
（ただし、Waveform Viewを選択する前には、チェックを外して下さい） 
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   ●クエリー・コマンド（MFL?等）を送ると、データが取得できます。 
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６． Waveform Viewを押すと波形が見られます。 
（Monitorはチェックを外して下さい。LOG表示のため波形表示が遅くなります） 

  

 
●幾つかのパラメータは、この画面で設定できます。（それ以外は事前に設定しておきます） 

      (Center, Span, Ref, RBW, VBW, Sweep Time…) 

 
●このパネル以外の設定を行いたい場合は、一度 CLOSEで最初の画面に戻ります。 
 
１．Send Textモードを使い、GPIBコマンドを送り設定します。その後、Waveform View 
を押し、再度画面表示を行わせます。 

２．GPIBコマンドが手元にない場合や、手動操作のほうが、細かい調整ができる場合は、 
さらに最初の画面の CLOSEで接続を切断しスペアナを操作します。その後、Connect 
から、再度画面表示を開始させます。 

 
  ●PRESETはスペアナのリセットです。 

 
●BMPはパソコンにこの画面のビットマップファイルを作成することが出来ます。 
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                  ●BMPファイルの例 

             

 
７． ＩＱデータ取得の例 
 スペアナ本体が Time Domain解析モードのとき IQデータの取得ができます。 
 （一般にスペアナ・パネルキーMEAS1で Spectrum Analyzer以外のモード） 
 （IQデータは、本プログラムが存在する Directoryにセーブされます） 

         
 

IQデータ取得用ボタン 
サンプリングクロック 
IQスケール（乗数） 
IQトータルデータ数 

データセーブ On/Off｜番号表示 On/Off｜表示モード 

第２ブロック取得ボタン 
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８． 終了 
 
     Waveform Viewerで波形を見ている場合は Closeで初期画面に戻ります。 

 初期画面の CLOSE で LAN接続を切断する。 
 初期画面の EXIT でプログラムを終了する。 
 

     
 


